
令和２年度第２回 国土交通省大阪航空局 入札監視委員会 
審 議 概 要 

 

開催日及び場所 令和２年１２月４日（金） 
大阪航空局第２・第３会議室 

 
委   員 

委員長 稲垣 喬 （弁護士） 
委 員 増田 達也（大阪工業大学客員教授） 
委 員 竹林 幹雄（神戸大学大学院教授） 

審議対象期間 令和２年４月１日～令和２年９月３０日 

審議概要 
 
１．報 告 
 
２．抽出案件 
 

 
 
入札・契約手続きの運用状況について 

 
総件数 ３件 

 
 

 

（１）工 事 一般競争（総合評価落札方式）１件 

（２）建設コンサルタン

ト業務等 随意契約（不落随契）    １件 

（３）役務の提供及び物

品の製造等 一般競争          １件 

 
 
委員からの意見・質問、それに対す

る大阪航空局の回答等 

意見・質問 回   答 
 
別紙のとおり 

 
別紙のとおり 

 
委員会による意見の具申又は勧告の

内容 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 特に問題は無い。より誠実、公正、適正な手続きの実施

に期待する。 



審議概要（別紙） 
 
１．報告 
  入札・契約手続きの運用状況について 

意見・質問（委員） 回答（大阪航空局） 

なし  

 
 
２．抽出案件 

意見・質問（委員） 回答（大阪航空局） 

 

○ 日本の空港で運用されている空港化学消防車

は、国内メーカーと海外メーカーではどの様な

割合か。 

 

○ 灯火のコンサル業務は特殊なものなのか。 

 

 

 

 

○ 工事について、レーダー設置を行った業者が

請け負ったのか。 

 

 

○ 近年、海外メーカーの比率が高くなっ

ている状況です。 

 

 

○ 参加資格要件として求める航空灯火

は、配電の仕方が通常の並列回路ではな

く、直列点灯回路という電流制御を行う

特殊なものです 

 

○ 契約ごとに入札を行っておりますの

で、そこに関連性はございません。 

 

 
 

 
 


